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１１  業業務務のの概概要要  

１１－－１１  業業務務のの目目的的  

本業務は、日野市在宅高齢者療養推進協議会（以下、「推進協議会」）、日野市在宅高齢者療養推進

協議会検討部会（以下、「検討部会」）及びその他在宅高齢者の療養環境整備支援に係る業務につい

て、円滑かつ効率的、効果的に運営することを目的とする。 

「推進協議会」及び「検討部会」は、高齢者が安心して在宅療養を受けられるよう、介護、福祉、

医療、保健の各分野のサービス提供主体間における円滑かつ有機的な連携体制の構築を推進するこ

とを目的に設置されたものであり、この内容は第２期日野市高齢者福祉総合計画（平成27年3月）

の中でリーディングプランの柱の1つに位置づけられた「介護と医療の連携推進」に合致するもので

ある。 

▼第２期日野市高齢者福祉総合計画（平成27年度～平成29年度）における位置づけ 

 

 

 

１１－－２２  業業務務のの進進めめ方方  

本業務は、「検討部会」の開催を中心に業務を進めた。「検討部会」の中で、「介護と医療の連携シ

ート及び多職種連携ガイドの修正」に関する相談・報告、「多職種による連携推進勉強会・研修会」

の企画・運営・改善点の検討を行った。その他、上記作業にあたって参考となる国、東京都・他自

治体の取組み等の情報提供も行っている。 

 

＜目指すべき姿＞ 

いつまでも安心して暮らせるまち 日野 

＜基本方針＞ 

■高齢者の尊厳の保持と自立支援 

■地域包括ケアシステムの構築 

■持続可能な支え合いの仕組みづくり 

＜リーディングプラン（計画期間中に特に集中的・重点的に行うべき取組み）＞ 

１ 介護保険事業の充実と適正な運営 

２ 介護と医療の連携推進 

３ 地域で支え合う体制の推進 

４ 認知症高齢者と家族を支える仕組みづくり 

●地域ケア会議の推進［74］ 

●介護・医療の連携シートの普及［72］ 

●多職種連携ガイドの普及［73］ 

●在宅療養高齢者支援窓口［75］ 

●在宅医療・介護関係者の研修［77］ 

 ※括弧内の数字は事業番号 
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２２．．日日野野市市在在宅宅高高齢齢者者療療養養推推進進協協議議会会検検討討部部会会のの開開催催  

２２̶̶１１  会会議議のの概概要要  

「検討部会」は、在宅療養環境の向上及び介護と医療の連携体制の構築等に関する取組について

具体的な検討を進めるために、日野市在宅高齢者療養推進協議会（以下、協議会）のもとに設置さ

れた会議体である。平成25年度より、介護と医療の連携に特に関わりの大きい「医師会」「歯科医

会」「薬剤師会」「訪問看護ステーション協議会」「市立病院」「在宅介護事業者協議会」「ケアマネ協

議会」「地域包括支援センター連絡会」の8団体の代表者と事務局である日野市高齢福祉課を構成員

に定期的に活動している。 

平成28年度は、「在宅医療・介護連携支援センター」の機能と、第２段階の勉強会（第3章）のコ

ンテンツという2つを主要テーマに、それぞれ年度の前半と後半に分けて検討を進めることとした。 

実際には、「在宅医療・介護連携支援センター」の機能の検討については、第１回目の会議におい

ておおよそのイメージを整理したが、その実現性については実務的な調整が必要となり、その後は

「検討部会」から離れた場所で検討・調整を進めることとなった。第２段階の勉強会のコンテンツ

については、第１段階との違いやグループワークのゴールを明確にした基本型をつくることを狙っ

て、2回の会議と「検討部会」委員との個別の打合せを通じて具体化を進めた。また、年度最後の開

催となった第3回目の会議では、次年度の活動目標として「地域住民への普及啓発」について事例を

眺めながら実施イメージについて意見交換を行った。 

会議の開催日程と主要な検討テーマは以下の通り。 

▼「検討部会」等の開催日程と主要な検討テーマ 

回数 日程 主要な検討テーマ 

第 1回 平成 28年 5月30日 ○平成28年度のスケジュールと議題（案）について 

○連携ガイドの改善方針（webサイトでの公開）について 

○連携支援センターの機能等について 

第 2回 平成 28年 11月 11日 ○正副部会長の決定について 

○今後のスケジュールについて 

○第２段階勉強会の開催内容について 

○その他の課題について 

第 3回 平成 29年 2月27日 ○第２段階勉強会の開催内容について 

○勉強会全体の構成と今後の取組について 

その他 

（打合せ） 

平成 29年 1月4日 

平成 29年 2月23、25日 

平成 29年 3月13日 

○勉強会の狙いとテーマについて 

○症例とグループワークの進め方について① 

○症例とグループワークの進め方について② 

※「検討部会」外で実施された「在宅医療・介護連携支援センター」に関する検討・調整や第2段階の勉強会のコ

ンテンツ具体化のための打合せについては、次項での詳細な報告を割愛する 
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２２̶̶２２  各各回回のの内内容容  

２-２-１ 第１回検討部会 

第１回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：平成28年 5月 30日（月） 18：30～21：00 

開催場所 ：市役所 507会議室 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市歯科医会代表髙品氏、日野市薬剤師会代表伊藤

氏、日野市訪問看護ステーション協議会代表湯谷氏、日野市在宅介護事業者協議

会会長松﨑氏、ひのケアマネ協議会横川氏、日野市地域包括支援センター代表相

馬氏 

【事務局】 

：宮澤課長、松田係長、屋宜、後藤（以上、高齢福祉課）、長島主幹（地域医療政

策担当）、委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

【議 題】 

１．新年度の体制について 

１．平成28年度のスケジュールと議題（案）について 

２．連携ガイドの改善方針（webサイトでの公開）について 

３．連携支援センターの機能等について 

配付資料 

【事前配布】 

【当日配布】 

なし 

検討部会委員名簿、日野市地域包括支援センター運営協議会設置要

綱、日野市在宅高齢者療養推進協議会設置要綱、平成27年度第４回

検討部会議事録、第１回検討部会資料、連携ガイドの web サイト上

での公開イメージ（仮）、連携支援センターの検討に係る課題及び方

向性の抽出、連携支援センターの事例 

結 論 

１．平成28年度のスケジュールと議題について資料に示す内容で概ね問題がない

ことを確認した。 

２．次回の会合等は以下の通り開催することとする。 

－勉強会（第1段階）は7/29または7/8 

－検討部会は7月中旬～下旬 

３．連携ガイドのwebサイトでの公開は以下の通り進めることとする。 

－平成28年度は関係者向けのクローズドサイトのみでの公開とする 

－運用の開始にあたっては、事務局から関係者に案内を送付して了承を得る 

－更新用の調査とあわせて一般向けの公開に関する調査の実施を検討する 

－リンク設定は協議会のＨＰのみとし、各事業所が作成するＨＰには行わない 

４．連携支援センターの機能等について以下のような方向性を確認した 

－専門的相談や外来から在宅への移行支援に関するニーズが高い 

－退院支援については市外の病院からの受入窓口をメインに想定 

－センターが市民から直接相談を受ける事は想定しない 

－関係者へのセンターに関する普及啓発が必要 

－センターが稼働した暁には、担当者が包括等のところを回ることも必要 

５．連携支援センターの機能の１つである“紹介”に関して以下のような課題があ

ることを確認した。 

－紹介を行う際に偏りが発生する問題・不安をどう解消するかが課題 

－紹介したらその情報の共有が行われるような連携が必要 

－家族等に言われるままに紹介が行われないよう注意が必要 
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２-２-２ 第２回検討部会 

第２回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：平成28年 11月 11日（金） 18：30～20：50 

開催場所 ：市役所 507会議室 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市歯科医会代表髙品氏、日野市薬剤師会代表伊藤

氏、日野市訪問看護ステーション協議会代表湯谷氏、日野市立病院MSW高橋氏、

日野市在宅介護事業者協議会会長松﨑氏、ひのケアマネ協議会横川氏、日野市地

域包括支援センター代表相馬氏 

【事務局】 

：宮澤課長、松田係長、屋宜、後藤（以上、高齢福祉課）、長島主幹（地域医療政

策担当）、委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

 

 

【議 題】 

１．連携支援センターについて 

２．連携ガイドの電子化について 

３．第１回勉強会の開催結果と今後の開催方法の改善について 

１．正副部会長の決定について 

２．今後のスケジュールについて 

３．第２段階勉強会の開催内容について 

４．その他の課題について 

配付資料 

【事前配布】 

【当日配布】 

なし 

前回検討部会議事録、第2回検討部会資料、H28年度第1回介護と

医療の連携推進勉強会開催報告、アンケートの集計結果（平成28年

度第 1 回勉強会）、連携課題の抽出（仮）、第２段階勉強会の検討テ

ーマの考え方、日野市在宅高齢者療養推進協議会設置要綱、東京都多

摩若年性認知症総合支援センター開設のチラシ 

結 論 

１．第1回勉強会のまとめについて内容の確認を行い、1箇所を除き概ね問題がな

いことを確認した。 

２．第1段階勉強会については今後以下の要領で開催することを確認した。 

－事業所の所在地に囚われずに参加者を4つのグループに分ける 

－参加者は部会員を含めて4*Ｎ人または4*Ｎ+1人とする 

－会の成果の１つであるＧＷ時の助言等は各参加者がメモする（旨を説明する） 

３．今年度末に予定する第２段階勉強会は以下の要領で開催することを確認した。 

－望月、湯谷の両委員を講師に「がんの症状緩和・看取り」をテーマとする 

－事務局が両委員の協力を得てＧＷで扱う症例のとりまとめを行う 

－当面は現在の8職種を声かけの範囲とする 
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２-２-３ 第３回検討部会 

第３回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：平成29年 2月 27日（月） 18：30～20：30 

開催場所 ：市役所 502会議室 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市歯科医会代表髙品氏、日野市薬剤師会代表伊藤

氏、日野市訪問看護ステーション協議会代表湯谷氏、日野市立病院MSW高橋氏、

ひのケアマネ協議会横川氏、日野市地域包括支援センター代表相馬氏 

【事務局】 

：宮澤課長、松田係長、屋宜（以上、高齢福祉課）、長島主幹（地域医療政策担当）、

委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

 

 

【議 題】 

１．第２回勉強会の開催結果について 

２．連携ガイドの更新にかかる調査の実施について 

３．各職種の新たな動きについて 

１．第２段階勉強会の開催内容について 

２．勉強会全体の構成と今後の取組について 

３．その他 

配付資料 

【事前配布】 

【当日配布】 

なし 

前回検討部会議事録、第3回検討部会資料、H28年度第2回介護と

医療の連携推進勉強会開催報告、アンケートの集計結果（平成28年

度第2回勉強会）、連携ガイドの更新にかかる調査資料、市民啓発イ

ベントの開催例 

結 論 

１．第2回段階勉強会を以下の通り開催することとする。 

－検討テーマはがん末期の看取りとする 

－GWの進行は部会員ではなく訪問看護師からの出席者にお願いする 

－GWのテーブルは4つとし、各職種原則4人の参加者を確保する 

－GWの症例と検討の進め方の詳細は事務局と部会長に一任とする 

２．第 2 段階勉強会では、GW の参加者以外に、聴講者を資格不要、各自申込で

募集することとする。 

３．参加者および聴講者の募集にあたって、事務局は開催概要を週内に各部会員に

送付し、部会員は21日までに参加者の氏名を事務局まで連絡することとする。 

４．次年度のスケジュールは概ね以下の様な内容で開催を想定することとする。 

－合計4回の検討部会を開催する 

－合計4回の勉強会を開催する 

－11月には市民啓発のイベントを実施する 

５．市民啓発は概ね以下の様な方向性で実施することとし、次年度も継続して検討

を進めることとする。 

－元気な方が今後どうしていくかを考えるヒント、指針を示すものを目指す 

－各協議会や関連企業等による展示ブースやパネルの設置も想定する 



 

7 

３３．．多多職職種種協協働働にによよるる連連携携推推進進勉勉強強会会・・研研修修会会のの運運営営支支援援  

３３̶̶１１  会会議議のの開開催催状状況況  

「連携推進勉強会」は、日野市高齢福祉課および「検討部会」が主体となって、介護と医療に携

わる専門職同士の「顔の見える関係づくり」や、多職種が同じ方向を向いてより良いサービスを提

供できる体制づくりを目指して、平成26年度から定期的に開催しているものである。 

平成28年度は、過去5回開催している「顔の見える関係づくり」を目的とした第１段階の勉強会

を2回開催した。また、「顔の見える関係づくり」の次のステップとして、具体的な症例検討等を通

じて多職種協働のイメージを共有し、連携の更なる強化を図る第２段階の勉強会を1回開催した。各

勉強会の終了時にはミニ・アンケートを実施して参加者からの評価を確認しているが、いずれの回

も評価が高く今後も継続して開催する予定である。また、勉強会の開催結果は必ずまとめを作成し

て情報の共有と疑問点の解消に努めているほか、閉会後には懇親会の開催が恒例となっており、こ

れらも多職種の連携推進に役立っている。 

また、市内では上記の勉強会の他にも、地域包括支援センターが主体となって市内4つの日常生活

圏域毎に地域の専門職同士の交流や技術の向上を促す勉強会や、ケアマネ協議会が他の職種を順番

にゲストに招いて職種間の連携を深める研修会、薬剤師会と病院薬剤師等が喘息吸入薬の使い方に

関する技術勉強会、医師会と市立病院が合同で開催する講演会などが開催されているところである。 

▼各会の開催日程等 

名称 日程 主催と対象 

第 1回 

介護と医療の連携推進勉強会 
平成 28年 9月30日 

主催：日野市高齢福祉課 

対象：医師会、歯科医会、薬剤師会、訪問

看護ステーション協議会、病院、在

宅介護事業者協議会、ケアマネ協議

会、地域包括支援センター連絡会の

各団体※の所属事業所と行政機関（市

高齢福祉課・健康課、南多摩保健所） 

※「検討部会」に参加する8団体 

第 2回 

介護と医療の連携推進勉強会 
平成 29年 1月20日 

第 3回【第２段階】 

介護と医療の連携推進勉強会 
平成 29年 3月31日 
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３３̶̶２２  各各会会のの内内容容  

３-２-１ 第１回介護と医療の連携推進勉強会 

第１回勉強会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

テーマ ：多職種の連携の輪を広げるために ～顔の見える関係づくり～ 

開催日時 ：平成28年 9月 30日（金） 19:30～21:30 

開催場所 ：多摩平交流センター 集会室６ 

参加者 

【参加者（行政機関を除く専門職）】 

：7頁記載の8団体に所属する関係者45名 

【行政機関および事務局】 

：10名 

プログラム 

【STEP１ 開会挨拶】 【STEP２ 情報提供】 

 

：日野市高齢福祉課からの挨拶 ：冒頭で連携や勉強会の趣旨をご説明 

：今回は健康福祉課から「摂食・嚥下機能

支援推進事業」に関する情報提供も実施 

【STEP３ 付箋の記入】 【STEP４ 付箋の紹介と意見交換】 

  

：他職種とのお付き合いの状況を青、黄、

ピンク３色の付箋に記入して並べる 

：机上に並んだ付箋のコメントを見なが

ら話しあい 

【STEP５ 全体発表】  【STEP？ 閉会～】 

  
：テーブル毎にどんな話が出たかを発表 ：閉会挨拶の後は、居酒屋に会場を移し

て毎回恒例の懇親会を開催 
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３-２-２ 第２回介護と医療の連携推進勉強会 

第2回勉強会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

テーマ ：多職種の連携の輪を広げるために ～顔の見える関係づくり～ 

開催日時 ：平成29年 1月 20日（金） 19:30～21:30 

開催場所 ：多摩平の森産業連携センター「PlanT」イベントスペース 

参加者 

【参加者（行政機関を除く専門職）】 

：7頁記載の8団体に所属する関係者40名 

【行政機関および事務局】 

：4名 

プログラム 

【STEP１ 開会挨拶】 【STEP２ 情報提供】 

  
：日野市高齢福祉課からの挨拶 ：冒頭で連携や勉強会の趣旨をご説明 

：今回は「多摩平の森の病院」の関係者か

ら施設等の紹介も実施 

【STEP３ 付箋の記入】 【STEP４ 付箋の紹介と意見交換】 

  
：他職種とのお付き合いの状況を青、黄、

ピンク３色の付箋に記入して並べる 

：机上に並んだ付箋のコメントを見なが

ら話しあい 

【STEP５ 全体発表】  【STEP？ 閉会～】 

  
：テーブル毎にどんな話が出たかを発表 ：全体で情報を共有した後は、居酒屋に

会場を移して毎回恒例の懇親会を開催 
 

  



 

 

３-２-３

第3回

▼開催概

テー

開催日

開催場

参加

プログ

３ 第３回

回勉強会の内

概要 

マ ：多職

日時 ：平成

場所 ：多摩

者 

【参加

：7頁

【聴講

：7頁

【行政

：5名

ラム 

【開

：冒

：聴

【前

：ま

か

：次

【後

：テ

え
 

介護と医療

内容は以下の

職種で支える

成29年 3月

摩平の森産業

加者（行政機

頁記載の8団

講者（行政機

頁記載の8団

政機関および

名 

開会】 

冒頭に日野市

聴講者も募っ

前半 症例検

まずは実現性

かを付箋に書

次に対象者の

後半 全体発

テーブル毎に

えて、実際の対

療の連携推

の通りである

る末期がん患

月31日（金

業連携センタ

機関を除く専

団体に所属す

機関を除く専

団体に所属す

び事務局】 

市高齢福祉課

った今回（第

検討（グルー

性を度外視し

書いて共有 

の詳細情報を

発表～解説】 

どんな話が

対応の紹介や

10 

進勉強会

。 

患者の在宅看

金） 19:3

ター「PlanT

専門職）】 

する関係者3

専門職）】 

する関係者等

課から開会の挨

第２段階）は

プワーク）】

して、理想的

踏まえてテ

出たかを全体

や対応のポイ

【第２段階

看取り 

0～21:30 

T」イベント

35名 

等 13名 

 

挨拶と勉強会

開会前から会

】 

 

な看取りを実

ーブル毎に今

 

体で発表した

ントを解説 

階】 

トスペース 

会の趣旨や注

会場に熱気が

実現するにど

今後の対応方

た後、各グル

注意事項の説

が溢れていま

どんなことが

方針の検討を

ループの発表

 
説明を実施 

ました 

 
ができそう

を実施 

 
内容を踏ま



 

４４．．国国

４４̶̶１１  

平成2

療・介護

収集を行

次項以

▼調査を

在宅医

（在宅医

地域住

▼【参考

  

国国、、東東京京

調調査査のの実実

28年度は、

護連携支援セ

行った。 

以降にその概

を行った項目

調査

療・介護連携

医療・介護連携

民への普及啓

考】調査を行

京京都都・・他他

実実施施状状況況  

「日野市在宅

センター」と

概要を示す。

目 

査項目 

携支援センタ

携に関する相

啓発 

行った主な項

他他自自治治体体

宅高齢者療養

と「地域住民

 

ター 

相談支援） 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

項目の位置付
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体体のの取取組組

養推進協議会

民への普及啓

①江東区在宅

②大宮在宅医

③いなぎ在宅

④門司在宅医

⑤横浜市在宅

⑥柏地域医療

⑦名古屋市在

①東京都 都

②杉並区 在

③西東京市 

④世田谷区 

⑤武蔵野市 

⑥町田市 第

⑦松戸市 ま

付け（国交省

組組みみ等等のの

会検討部会（2

発」の2項目

宅医療相談窓

医療支援セン

宅医療・介護

医療・介護連

宅医療連携拠

療連携センタ

在宅医療・介

都民向け講演

在宅医療推進

連携支援セ

おうちでず

ケアリンピ

第6回他職種

まちっこプロ

省資料より

のの情情報報提提

2章）」の検討

目について、

事例名称 

口 

ター 

相談室 

携支援センタ

点事業 

ー 

護連携支援セ

会 

フォーラム 

ンター開設記

っと暮らした

ック武蔵野

種連携研修会

ジェクト実施

） 

提提供供  

討にあわせて

先行する自

ター 

センター 

記念シンポ 

たいシンポジ

2016 

会 

施報告会 

て、「在宅医

自治体の事例

ジウム 

 

医

例
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４４̶̶２２  在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携支支援援セセンンタターーのの事事例例  

４-２-１ 収集した事例の概要 

調査を行った7つの事例については、比較がしやすいよう、国が「在宅医療・介護連携支援センタ

ー（仮称）」のイメージ図の中で示す項目（下表Ａ～Ｈ）に沿って実施している内容の整理を行った。

Ａの1～6については、過去の「検討部会」で出された意見や市内関係者へのアンケート調査から期

待されている役割を抽出し、事務局で細分化を行ったものである。 

▼収集した事例の概要一覧表 

 ←項目小              項目多→ 

 ①
江
東
区
在
宅
医
療
相
談
窓
口 

②
大
宮
在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー 

③
い
な
ぎ
在
宅
医
療
・
介
護
相
談
室 

④
門
司
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー 

⑤
横
浜
市
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業 

⑥
柏
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー 

⑦
名
古
屋
市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー 

Ａ．在宅医療・介護連携に関する相談窓口 ◎ ○ ◎ ○ ◎※２ ◎ ◎ 

 １．介護⇄医療の相談対応 ○ 

（
詳
細
不
明
） 

○ ○ ○ ○ ○ 

 ２．医療・介護資源の紹介 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ３．入院調整 × × △ ○※２ × ○※５ 

 ４．退院支援 △ △※１ ○ ○ ○ ○ 

 ５．困難ケースのコーディネート支援 × × × × × × 

 ６．緊急対応 × × × × × ○※６ 

Ｂ．医療・介護サービス資源の把握 × × × ○ ○※３ × ○ 

Ｃ．地域住民への普及啓発 × × ○ ○ ○ ○ ○ 

Ｃ’．関係者への普及啓発 × × × × × ○ ○ 

Ｄ．情報の共有支援（ツールの導入等） × ○ × × × ○ ○※６ 

Ｅ．24時間365日の体制の構築 × ○ × × ○ × ○※６ 

Ｆ．在宅医療・介護関係者の研修 × × ○ ○ ○ ○ ○ 

Ｇ．課題の抽出と対応の協議 × × × × × △※４ × 

Ｈ．二次医療圏内・関係市区町村の連携 × × × × × × × 

※１ 紹介がメインと思われる／市立病院の地域連携室では退院支援を行っていない 

※２ 各区に設置された拠点毎に市民への対応は異なる 

（専門職のみ対応している拠点、入院支援を行っていない拠点もあり） 

※３ 各区に設置された拠点毎に市民への対応は異なる。神奈川区在宅医療連携拠点では、事業所が会員登録→実施

内容や空き状況等を随時更新→それを拠点が情報提供するというシステムを構築して、拠点自らが動かずに資源

の把握を行っている 

※４ 「他職種連携ルールの確認」の中で課題の把握と対応の検討を実施していると判断した 

※５ 「後方支援病院等との連絡・調整支援」が該当 

※６ 各区に設置されたセンターとは別に、医師会が全市レベルで実施 

  

表の見方 
・各組織が実施している（と思われる）内

容を○で表す 
・Ａ行の◎は市民からの相談にも対応して

いることを表す（○は専門職からの相談

のみに対応している事例） 
・明確にはうたっていないが、関係する内

容がありそうなものを△で表す 
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４-２-２ 個別の事例の詳細 

今回調査を行ったのは以下のような事例である。 

ここでは、前項とは異なり各組織が自ら示す枠組みに沿って「主な活動内容」を整理している。 

▼事例①：江東区在宅医療相談窓口 

所 在 地 東京都江東区 

実 施 主 体 江東区医師会訪問看護ステーション 

開 設 時 間 月～金（祝日・年末年始を除く） ９時～１７時 

主な活動内容 ①在宅医療に係る相談への対応 

・病院から自宅に退院する時や療養生活に調整が必要な時などを想定 

・医療機関、介護サービス等に関する情報提供などを実施 

②その他、各職種団体への専門相談の案内 

対 象 ①退院支援や在宅医療等の相談に係わる医療、介護の関係者 

②在宅医療を受けるご本人・ご家族の方等 

参 照 

（図の出典も） 

https://www.city.koto.lg.jp/seikatsu/hoken/zaitakuiryou/zaitakuiryousouda

n.html 

 

 

▼事例②：大宮在宅医療支援センター 

所 在 地 埼玉県さいたま市 

実 施 主 体 大宮医師会 

開 設 時 間 月～金（祝日・年末年始を除く） ９時～１７時 

主な活動内容 ①在宅医療に係る相談 

②訪問診療医の登録・管理 

③患者情報共有シート登録・管理 

④登録患者等の支援 

⑤在宅療養支援ベッド運用に係る事務 

対 象 ①地域の医療・介護関係者 

参 照 

（図の出典も） 

http://www.omiyamed.com/sien_center/index.html 
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▼事例③：いなぎ在宅医療・介護相談室（稲城市在宅医療・介護連携支援センター） 

所 在 地 東京都稲城市 

実 施 主 体 稲城市医師会 

開 設 時 間 月・水・金 9時から16時まで 

主な活動内容 ①在宅医療に係る相談受付・情報提供 

②主治医紹介（市内の診療所を紹介） 

③在宅医療に関する普及・啓発 

・市民対象の講演会 

・在宅医療、介護に係わるスタッフを対象とした研修 

対 象 ①在宅生活において医療と介護の両方が必要となる市内在住の方 

②上記の方のご家族族 

③医療機関や地域包括支援センター、居宅介護支援事業者などの関係機関 

参 照 

（図の出典も） 

https://www.city.inagi.tokyo.jp/kenko/koureifukushi/inagizaitakuiryou_kaigo

soudanshitsu.html 
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▼事例④：門司在宅医療･介護連携支援センター 

所 在 地 福岡県北九州市（平成28年 4月から市内全地区にて事業開始予定） 

実 施 主 体 門司区医師会（北九州市医師会） 

開 設 時 間 月～金（祝日・年末年始を除く） ９時～１７時 

主な活動内容 ①在宅医療にかかわる専門相談 

 －在宅医療に関する支援 

  ・医療サービスの導入（主治医との相談等による情報提供・助言並びに連絡調整） 

  ・在宅医療の導入（往診医の確保、情報提供 及び日程調整等） 

  ・在宅医療体制強化のための訪問看護の導入 

 －在宅医療の後方支援の確保など 

 －その他の相談支援 ～在宅医療における医療機関連携支援 

 －在宅移行のための退院支援および退院調整への支援 

②他職種・多機関間の連携推進 

③医療・介護の人材育成・市民へ普及啓発" 

対 象 ①医療機関や地域包括支援センター、居宅介護支援事業者などの関係機関 

参 照 

（図の出典も） 
http://www.moji-med.or.jp/09_sien.html 

 

  



 

 

▼事例⑤

所 在

実 施

開 設

主な活

対

参

（図の出

 

⑤：横浜市在

在 地 神

主 体 各

時 間 月

活動内容 ①

•

•

•

②

•

•

•

•

③

象 ○

※

照 

出典も） 

ht

so

在宅医療連携

神奈川県横浜市

各区の医師会

月～金（祝日

①相談・支援業

退院時支援

地域包括支援

情報支援（訪

②医療連携・多

かかりつけ

在宅患者急変

かかりつけ

多職種間での

③市民啓発業務

○医療・介護の

※市民等は区

ttps://www

oudanshits

 

携拠点事業

市 

（医師会館、

・年末年始を

業務 

（かかりつけ

援センター、

訪問看護や訪

多職種間連携

医同士でカバ

変時の受け入

医の在宅医療

の連携会議、

務     

の関係者（介

によって取り

w.city.inagi.t

su.html 
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（各区によ

医師会訪問

を除く） ９

け医の紹介等

ケアマネー

訪問リハビリ

携業務 

バーし合える

入れ病院の確

療研修の企画

事例検討 

     

介護関係者は

り扱いが異な

tokyo.jp/ken

って拠点の

問看護リハセン

９時～１７時 

等） 

ージャー等から

の空き状況の

る仕組み作り 

確保 

画・実施 

   ※上記

はケアマネを通

なるよう 

nko/kourei

名称は異な

ンター等の中

らの相談・支

の情報提供等

記内容は神奈

通じて相談か

fukushi/ina

 

なる） 

中に開設） 

支援 

等） 

奈川区の説明

か） 

agizaitakuir

より転記 

ryou_kaigo
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▼事例⑥：柏地域医療連携センター 

名 称 柏地域医療連携センター 

所 在 地 千葉県柏市 

実 施 主 体 柏市役所保健福祉部地域医療推進室（総合窓口） 

同建物の2Ｆに医師会、歯科医師会、薬剤師会の事務局が入居 

開 設 時 間 月～金（祝日・年末年始を除く） 8時 30分～１７時15分 

主な活動内容 ①医師・他職種による在宅医療・介護の連携支援機能 

・多職種連携ルールの確認・普及 

・情報共有システムの利用促進 

②在宅医療に係る研修機能 

・在宅医療・多職種連携研修会の開催 

・顔の見える関係会議の開催 

③患者が病院から在宅に戻る際などの調整支援機能 

・在宅主治医がいない場合の主治医・副主治医の推薦 

・必要に応じた他職種の推薦（歯科医師、薬剤師、訪問看護師、リハビリ職、管理栄

養士等） 

④市民への啓発・相談機能 

・在宅医療や介護に関する啓発・相談 

対 象 ①患者やその家族 

②医療介護関係者 

参 照 

（図の出典も） 

http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/061510/p019231_d/fil/guide_book.pdf 

http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/061510/p018346.html 
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▼事例⑦：名古屋市在宅医療・介護連携支援センター 

所 在 地 愛知県名古屋市 

実 施 主 体 名古屋市医師会（各区の主要病院等に設置） 

開 設 時 間 月～金（祝日・年末年始を除く） ９時～１７時 

※夜間・休日相談窓口（コンタクトセンター）があり 

主な活動内容 ※各区のセンターの役割 

①在宅医療に関する相談窓口 

・在宅医療を始めたい場合や、自宅での療養生活などに関する各種相談について、専

門知識を有する相談員が対応 

②地域の医療・介護資源の把握 

・地域ごとの医療・介護資源（医療機関や訪問看護ステーション等）の情報を収集し、

提供 

③地域住民への普及啓発 

・講演会を開催し、市民の皆様に在宅医療・介護に関する情報の普及啓発を図る 

④医療・介護関係者への研修 

・医師や看護師、ケアマネジャーや介護事業者等の多職種向けの研修会を開催し、医

療と介護の顔の見える関係づくりを進めます。 

⑤切れ目のない在宅医療・介護連携体制の構築支援 

⑥退院時の連絡・調整支援 

⑦情報共有ツールの活用支援・普及促進 

⑧後方支援病院等との連絡・調整支援 

※全市的な仕組み 名古屋市医師会 在宅医療・介護支援システムの運営 

①情報共有システム【多職種連携】 

②相互サポートシステム【在宅医グループの構築支援】 

③コンタクトセンター【緊急対応窓口】 ※要事前申込 

④在宅アセスメントシステム【在宅療養へ移行する際の評価】 

対 象 ①市民とその家族（恐らく） 

②医療介護関係者 

参 照 

（図の出典も） 
http://zaitakukaigo.nagoya/ 
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４４̶̶３３  地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発のの事事例例  

４-３-１ 収集した事例の概要 

地域住民への普及啓発については、概ね講演やパネルディスカッションが柱になっているものの、

その他の実施内容やテーマに多様性が感じられたため、敢えて他とは異なるような事例も収集し、

その違いが分かるよう下表の通り整理を行った。 

▼収集した事例の概要一覧表 

  開催方法→ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

テーマ 

実施主体 

（主：主催） 

（共：共催） 

（後：後援） 

在
宅
医
療
の
概
要
や
事
例
紹
介
等
を
行

う
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

機
器
等
の
展
示
や
取
り
組
み
紹
介
の
パ

ネ
ル
展
示 

実
際
に
在
宅
医
療
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
の
相
談
会 

そ
の
他
、
専
門
職
に
対
す
る
啓
発
等 

①東京都 都民向け講演会 

暮らしの場における看取り 

看取りの実例紹介／終了後に

専門職セミナー（事例報告・

質疑応答）を開催 

主：都 ○ × × ○ 

②杉並区 在宅医療推進フォーラム 

がんになっても自分らしく生きるた

めの在宅医療 

看取りの実例紹介（看取りに

関わる専門職からのメッセー

ジ） 

主：実行委員会 

共：市、医師会 

後；多数 

○ ○ 
←で 

実施 
× 

③西東京市 連携支援センター開設

記念シンポジウム 

今、本当のまちづくりの幕があがった 

あなたが最後まで暮らしたいまちとは 

実例というよりは“地域包括

ケア”のカタチに関する話題

が主テーマか 

主：市 

共：三師会 
○ × × × 

④世田谷区 おうちでずっと暮らし

たいシンポジウム 

これから皆さんを守る在宅医療・救急

医療 

在宅医療推進というよりも救

急医療の適正利用が裏テーマ

か 

主：区 ○ × × × 

⑤武蔵野市 ケアリンピック武蔵野

2016 

広げよう！まちぐるみの支え合い 

介護保険がテーマの講演とパ

ネルディスカッション／同時

に展示や表彰を実施 

主：実行委員会 

後：三師会、ほ

か多数 

△ ○ × ○ 

⑥町田市 第 6回他職種連携研修会 

みんなで知ろう町田の医療と介護 

関係団体、事業者からの活動

報告を中心に構成／ステージ

は賑やかし的活用 

主：医師会 

共：市 

△ 

→の 

発表 

○ 
←で 

実施 

←で 

実施 

⑦松戸市 まちっこプロジェクト実

施報告会 

子ども達の力で地域はもっとつなが

りあえる 

子どもを通じた啓発事業を展

開中／その成果報告会 

主：医師会 

後：市、教育委

員会 

× ○ 
←で 

実施 
○ 

 

 

  



 

 

４-３-２

今回調

ここで

▼事例①

同チラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 個別の

調査を行った

では、それぞ

①：東京都 

シ 

事例の詳細

たのは以下の

ぞれの開催内

都民向け講

 

細 

のような事例

内容が分かり

講演会 

20 

例である。 

りやすくまととまったチラシの内容を掲掲載する。 



 

 

▼事例②

同チラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②：杉並区 

シ 

在宅医療推

 

推進フォーラ
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ラム 



 

 

▼事例③

同チラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③：西東京市

シ 

市 連携支援

 

援センター開
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開設記念シンポジウム 



 

 

▼事例④

同チラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④：世田谷区

シ 

区 おうちで

 

でずっと暮ら
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らしたいシンポジウム 



 

 

▼事例⑤

同チラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤：武蔵野市

シ 

市 ケアリン

 

ンピック武蔵

24 

蔵野 20166 



 

 

▼事例⑥

同チラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥：町田市 

シ 

第 6回他職

 

職種連携研

25 

修会 



 

 

▼事例⑦

同チラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦：松戸市 

シ 

まちっこププロジェク
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ト実施報告会会 



 

27 

５５．．次次年年度度のの取取組組方方針針のの検検討討  

５５̶̶１１  検検討討部部会会のの開開催催  

「検討部会」については、介護と医療の連携を進めるための具体的な方策を検討する作戦本部と

して、また職種・協議会間の情報交換の場として今後も継続的に開催することとする。 

平成29年度の「検討部会」の開催頻度は年4回程度、取り扱う主な議題は今年度後半から継続し

て第２段階の勉強会（第3章）のコンテンツ及び地域住民への普及啓発の2項目を想定する。 

地域住民への普及啓発は、在宅医療・介護連携推進事業に示された8つの取組の1つに該当するも

のであり、平成29年11月にシンポジウム形式で実施することを目標に、「検討部会」を中心に各職

種・協議会の協力を得ながら準備を進めることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５̶̶２２  多多職職種種協協働働にによよるる連連携携推推進進勉勉強強会会・・研研修修会会のの開開催催  

「連携推進勉強会」については、日野市の介護と医療の関係者の「顔の見える関係づくり」の場

として、また具体的な症例検討等を通じた多職種協働のイメージ共有や具体的な経験を積み上げる

場として、今度も継続的に開催することとする。 

平成29年度は、第1段階および第2段階を各2回、合計4回開催することとし、年度の前半と後半

に第１段階・第２段階をそれぞれ１回ずつ開催することを想定する。 

第１段階については、新たな参加者の獲得に向けた時間帯の変更や、マンネリ化を回避するため

の新たな企画の検討（○○職中心の座談会など）といった改善策も検討する。第２段階については、

ミニ・アンケートで継続的な開催を希望する声が比較的多かった末期がん・終末期をテーマにした

会のブラッシュアップと、これとは異なる症例を取り上げた新たなコンテンツの開発を検討する。 

 

 

 

 

 

  

＜検討部会全体の進め方（案）＞ 

○ 年 4回の開催を想定する 

○ 年度の前半は、地域住民への普及啓発について重点的に検討を行う 

○ 年度の後半は、第2段階の勉強会の新たなコンテンツの作成についても検討を行う 

○ 地域住民への普及啓発や勉強会の継続的な開催を実施するにあたっては、「検討部会」

に参加するそれぞれ職種・協議会の協力が不可欠であることから、上記の検討とあわ

せて定期的に各団体の活動状況に関する情報共有を実施して、介護と医療の連携推進

に一丸となって取り組むための基盤づくりを推進する 

＜勉強会・研修会の進め方（案）＞ 

○ 第 1段階の勉強会（①）と第2段階の勉強会（②）を各２回、合計4回開催する 

○ 開催は①②（年度前半）、①②（年度後半）の順番を想定する 

○ 第 1段階の開催準備および改善策の検討は「検討部会」の中で進める 

○ 第 2段階については、末期がん・終末期をテーマにした会（今年度実施）のブラッシ

ュアップを「検討部会」の中で進めるとともに、新たなコンテンツの開発については、

今年度同様「検討部会」委員との個別の打合せを交えて進める 
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５５̶̶３３  地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発のの実実施施  

平成29年度は、在宅医療・介護連携推進事業に示された8つの取組の1つであり在宅医療・介護

サービスに関する普及啓発を目的とする「地域住民への普及啓発」を新たに実施することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５̶̶４４  国国、、東東京京都都・・他他自自治治体体のの取取組組等等のの調調査査  

平成29年度は、前述の通り主要な検討テーマとなっている地域住民への普及啓発（シンポジウム

等）に関する情報収集を継続して行うこととする。また、このシンポジウム等の開催や勉強会の継

続的な開催にあたっては、「検討部会」に参加するそれぞれ職種・協議会の協力が不可欠であるため、

こうした動きを活性化するために先進自治体における職種団体等の動きについてもあわせて情報収

集を行うこととする。 

＜地域住民への普及啓発の進め方（案）＞ 

○ 11月にシンポジウム形式で開催する 

○ 各協議会や関連企業等による展示ブースやパネルの設置もあわせて検討する 

○ シンポジウム及び展示の狙いは、元気な方が今後どうしていくかを考えるヒントや指

針を示すこととし、以下の作業を進める 

－シンポジウム等の企画については検討部会の中で詳細を検討する 

－ＡＤＬの状態等に応じて利用できるサービス等の類型を示すなど地域住民が在宅

医療・介護の概要が把握しやすいような資料のあり方を事務局を中心に検討する 
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